
建築主コメント　宇都宮短期大学附属高等学校建築主コメント　宇都宮短期大学附属高等学校
創立１２５周年を記念して、３つの校舎の建替を２６カ月
の短工期で完成させました。生徒・教員数２ ,５００名、５
つの学科を擁する大規模総合高校のため、インフラ盛り替
えを含む綿密なローリングプランにより、既存校舎との動
線や景観の連続性、工事中の安全性に配慮しました。
ガラス張りで開放的な職員室は生徒とのコミュニケーショ
ン向上に成果を上げています。
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設計者コメント　株式会社 竹中工務店設計者コメント　株式会社 竹中工務店
計画段階から４年間、関わらせていただき、変わりゆくキャ
ンパスを見届けられたことは大変嬉しく、改めて感謝いた
します。最初に訪れた際、校舎群に囲まれた『路地空間』
を生徒さん達が活き活きと往来する様子が印象的でした。
このキャンパス特有の空間性を引き継ぎ、施設機能更新と
合わせて創出した『余白』が、これからも生徒や教職員の
皆様によって彩られていくことを願っております。
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施工者コメント　株式会社 竹中工務店施工者コメント　株式会社 竹中工務店
既存校舎に近接し『仮校舎無し / 使いながら』の条件下で
多くの学校関係者が行き交う中、生徒動線へのガードマン
重点配置、見通しの良い仮囲い、ブリッジのハーフ PC 化
等『安心・安全・快適』を最優先した工事計画とし、無事
故無災害でお引渡しできました。施工検討に BIM を活用し
効率化と品質確保を両立しつつ、印象的なアウターフレー
ム架構や透かし積みレンガ外装を実現しました。
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ム架構や透かし積みレンガ外装を実現しました。
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：解体建物 ：レンガファサード

宇 都 宮 短 期 大 学 附 属 高 等 学 校 建 替 計 画
新 1 号 館 及 び 職 員 室 ・ 自 習 室 棟

宇都宮市を拠点として生徒数約2500人を擁する私立中高一貫校のキャンパス再編計画。生徒数増に合わせ段階的に
増築され、更新時期を迎えた校舎群に対し【戦略的な減築と増築によるこれからの時代のキャンパス再編手法】を模索
した。学園の正面性を形成するレンガタイル外装の建屋は残し、築50年超の建屋を中心に、「ポケットパーク」「プロ
ムナード」など、校舎機能と連動した外部空間を創出する【選択的な減築】を行った。併せて【既存環境を生かす増築】
として、複数の既存校舎出入口に囲まれた回遊動線の起点となる「職員室・自習室棟」、交通の大動脈であるプロムナー
ドと一部教室が残る既存棟との接続を強化した「新1号館」（高校教室棟）を整備した。職員室・自習室棟には、中心に
据えた内部階段を介しキャンパス動線と繋がるように、生徒/教員の授業外の接点となるサードプレイスを整備し、
様々な事情を抱える生徒や多様な学外活動を受け入れるインクルーシブで開かれた場を創出した。 前面道路側全景　旧市街地に面する幹線道路側に対しレンガタイルファサードによるフロンテージを形成　キャンパス外部空間は敷地南側の栃木県中央公園を含む文教地区へと連続する



職員室・自習室棟は四周を既存棟（４棟）の出
入口に面して配置し、１階をセットバックした
八角形平面とすることで、各出入口へのアクセ
スを高め、回遊動線の起点として整備した。
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スを高め、回遊動線の起点として整備した。

北側に半屋外となる２層のピロティを計画し、
プロムナードとグラウンドを繋いだ。南側の既
存棟接続部には３層の外部階段を設置、新棟の
特別教室群へのアクセスを高め、連携を強化す
る結節点とした。
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足元に既存環境と繋がるピロティを創出足元に既存環境と繋がるピロティを創出
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【選択的減築】と【既存環境を活かす増築】職員室・自習室棟

新 1号館 インクルーシブで開かれた学びの場

既存減築跡には接続ブリッジを挿入、既存教室棟 -職員室エントランスを結び回遊性を高める　足元には広い中庭広場とのスケールを調停するように、ヒューマンスケールのポケットパークを整備した

職員室・自習室棟 南外観　全周ガラススクリーンの職員室と外周回遊動線

新１号館東面全景　アウターフレーム架構により内部構造要素を最小化しつつ、足元にピロティ空間を創出

グラウンドとプロムナードを繋ぐ 2層ピロティ広場
部活動や学校祭等の半屋内的利用を受け入れる

職員室・自習室棟南側　２階回遊動線と連動するようにシンボルツリー /街灯照明 /デッキテラスを設置した【第二の地盤】

３階自習室東側 自習・ワーキングスペース　生徒 /教員の授業外の居場所を提供
吸音レースカーテンで一室空間を緩やかに分節、透かしレンガにより安定した環境を確保しつつまちへと繋がる

Youtuberと協業し相互交流型読書ブースを計画 動画撮影背景を兼ねる

文学 Youtuberベル氏を学園の読書顧問として招き、場の運用に参画
新１号館南既存接続部に外部階段を挿入

教室の残る既存校舎との機能連携の結節点とした


